
会務報告 鈴木 一昭 会長
1．昨日(１０月４日)は、中秋の名月を期待し

て夜空を見上げておりましたが残念でし

た。この事を「つきがない」と云うのでしょ

うか。
2．総選挙が10月22日行われます。皆様に

お考え頂き投票をお願い致します。

又、東京都の入札制度についてお話し頂

きました。
3．9月26日(火)四ッ谷･弘済会館でバギオ基金評議委員会が開催されまし

た。井上会員が次年度幹事に選任されました。

4．今日、ラオスに出発します。気をつけていって参ります。

幹事報告 森島 徳幸 幹事
1．2700地区ガバナーより九州北部豪雨災害義援金礼状と

義援金預り金81,792,679円の報告を受領

2．【訃報】東京国分寺RC2004-05年度会長･岡田秀久様10月
2日逝去、享年87才。

10月6日(金)通夜、10月7日(土)告別式

3．例会臨時変更の案内 東京三鷹RC

4．昭島観光街づくり協会より2018年カレンダーの案内
5．次週10月11日(水)は東京昭島中央RCと合同例会 ※詳細配付資料有り。

6．4月19日(木)東京昭島ＲＣ50周年記念式典まで、あと１９６日。

米山奨学金１０月分贈呈及び挨拶
奨学金受贈者 張 季媛さん

挨 拶

今日は卓話を行いますのでよろしくお願

い致します。

【チーム報告】
親睦活動出席チーム 須藤 智秀 委員

日下部恵造会員、大野隆司会員

矢口 完会員、岡本慎一会員

鈴木一昭会長、山上 渡会員
小池満也会員、阿島征夫会員

大田真也会員夫人、日恵野裕之会員夫人、岡本慎一会員夫人

川辺光利会員夫人

会員誕生日

結婚記念日

パートナー誕生日

左より 鈴木会長、日下部恵造会員
森島幹事、須藤T.L

左より 鈴木一昭会長、小池満也会員、山上渡会員
阿島征夫会員、森島幹事、須藤T.L

◆◆ 例会案内 ◆◆

第２４２７回例会 １０月１９日(木)
卓 話「昭島の今と未来、そしてロータリアンへの期待」

昭島副市長 早川 修 様

司 会 畢 煜 副幹事

点鐘開会
鈴木 一昭 会長

国歌斉唱 「君 が 代」
ロータリーソング斉唱 「四つのテスト」

ソングリーダー 木野 常男 会員

来訪者紹介 畢 煜 司会
卓話講師 米山奨学生 張 季媛さん

アドバイザー委嘱状贈呈式
受贈者
小野正敏会員
（雨倉寿久会員
アドバイザー）

左より
鈴木会長
小野正敏会員
森島幹事

２０１７年１０月１２日発行 VOL．５０－１３

第２４２５回 ２０１７年１０月５日(木) 例会報告

2017～2018年度

イアン H.S. ライズリーＲ Ｉ会長

ロータリー：
変化をもたらす

１９６８年１月２０日設立

２０１７-２０１８年度
国際ロータリー第２７５０地区多摩中グループ

東京昭島ロータリークラブ 会報
会長・鈴木一昭 幹事・森島徳幸

会長テーマ “ 礎 から未来への懸け橋に”
いしずえ あ す

【チーム報告】
親睦活動出席チーム
出席報告 河辺 光利 委員
会員総数 出席免除 出席義務者 本日の出席

内免除会員

４９名 ５名 ４４名 ４１名／３名
事前メイクアップ 本日の出席率

０名 ８７.２３％
※事前メイクアップ

なし
※メイクアップ

９月２８日例会分 訂正８３.６７％
岡本会員



テーマ「米山奨学生について」
米山奨学生 張 季媛さん

今日の卓話のテーマは「米山奨学生につい
て ～異文化の環境において自分を再認識す
ること～」です。お話しする内容は①自己紹介
②米山奨学生として得られた事 ③日本に留
学した事 ④米山奨学生として出来ることは。です。
①私の出身は中国遼寧省錦州市です。私は一人っ子政策

で3人家族です。大連外国大学で日本語通訳翻訳専攻でし
た。今は東京外国語大学院博士号課程2年生です。趣味は
内向的のため書道、水墨画、デッサン、音楽などの鑑賞です。

※中国の実家近くの駅などを写真で紹介

②毎月例会に参加して、皆さんの話を聞いたり、話したりし
て大学にはない環境で日本を感じます。オリエンテーションに
参加した時も、ロータリークラブの一員として例会に参加した
方が良いと教えて頂いています。ニコニコBOX、出席報告の
報告は自分自身の成長にもよいと思っています。毎回多様な
テーマの卓話を聞いて、いろいろ勉強になりました。
この半年は米山奨学会が行っているイベントや活動に参加

してきました。夏の懇親会は、当日は参加できませんでした
が、打合せとかパフォーマンス練習などいろいろ参加して各
国の米山奨学生との交流も深められLINEでたまには連絡を
取り合い、友達も出来ました。
③日本語を勉強し始めた時は、日本語が好きとかではな

く、入学試験の成績が悪くて仕方なく日本語専攻に入ってし
まいました。大学3年生の時にある先生の授業を受けて、本当
に楽しくて日本語が好きになりました。その先生のお陰です。
日本語が好きになって、日本語を生の環境で勉強した方が良
いという考えで日本に来ました。日本に来て一番の目的は日
本語の能力をアップさせる事です。外国で日本語を学ぶのは

書く事は出来ますが、話す能力は鍛える事が出来ません。将
来は大学の先生になる事に憧れていますので、博士号を取る
ために今は接続助詞など文法の勉強中です。

※プロジェクターで例文などを示しながら説明頂きました。

④一人の力では何も出来ないという人もいますが、でも一
人でも出来る事もあるのではないでしょうか、と私思っていま
す。例えば私が日本に来て日本で感じた事を中国にいる家族
とか友達に伝え、又日本の友人に中国の今の本当の様子が
伝える事が出来る。私が伝えた周りの人から、他の人達に広ま
っていくと思います。お互いの理解が必要だと思っています。

※中国企業を例にとってお話し頂きました。

謝 辞 ロータリー財団･米山奨学委員会
日恵野裕之 委員長

趙さんのお話を伺いまして短い期間の中で
ロータリーの例会にも沢山出席して頂いて、イ
ベントにも参加して頂いて、勉強の時間はある
のかな、と心配しましたが、留学の目的とか、は
っきりして、いろいろ悩みもあると思いますけど

張さんの勤勉さ、積極性がよくわかりました。これからもっともっ
と活躍して頂けると思いました。将来日本と中国を結ぶ架け橋
になっていただける様に期待しております。

記念品贈呈

閉会点鐘 鈴木 一昭 会長

左より
日恵野委員長
鈴木会長
張季媛さん
森島幹事

５０周年実行委員会
５０周年記念ラオス眼科医療支援事業贈呈品

三田 忠 実行委員長
先週の壮行会には多数の会員にご出席賜り

ありがとうございました。本日７名の方が出発しま
す。集合は８時頃に昭島市役所となっておりま
す。皆様のお手元に贈呈品リストのコピーを配

付させていただきました。三鷹ＲＣ５０周年の記念品を持参致し
ましたので、昭島ＲＣの記念品も考えていきたいと思います。

ロータリー情報･雑誌チーム
「ロータリーの友」１０月号紹介 安保 満チームリーダー
【横組み】今月は「経済と地域社会の発展月間」
と日本だけの「米山月間」です。6頁には「ロータ
リーとは」など概要、歴史がわかりますので新会
員の皆様には、ぜひお目通し下さい。7頁「日本
と世界を結ぶ人づくり」は、将来日本と世界を結
ぶ架け橋となって国際社会で活躍する、又、ロ
ータリー運動の良き理解者となってくれる人材を
育成するのが、米山記念奨学事業のミッションです。
「ロータリーの目的･第3」に“ロータリアン一人一人が個人として
・・・・”とありますように、ロータリーの奉仕活動は個人で行うもの
が基本概念となっています。33頁「エバンストンだより」に2018-
19年度ＲＩ会長エレクトにバリー･ラシン氏が選ばれたとあります。
【縦組み】4頁「難民問題 今、何が起きているか」は国際NGO・
難民を助ける会理事長の長有紀枝様の講演要旨です。ぜひお
目通し下さい。

米山カウンセラーセミナー
報 告 小山 善治 カウンセラー
9月24日(日)に栁会員、安保会員と参加、栁会

員は司会進行を仰せつかっておりました。グルー
プディスカッション、委員会テーマに沿った発表な
どがありました。奨学生は日本との小さな親善大
使として架け橋になり、カウンセラーは親子のよ

うな関係で親しく支援をして下さい。などの話がありました。

記念誌委員会
報 告 坡山 浩二 委員長
9月21日に開催いたしました。全体の方針、ス

ケジュール、予算などについて意識統一を行い
ました。予算については河辺印刷さんにご協力
をいただき、式典参加者に全員にお渡し出来る
ようになっています。お願いとして様々なイベン
トにおいて写真のご提供をお願いします。

ロータリー財団･米山奨学委員会
ロータリー米山事業について 日恵野裕之委員長
皆様に配布させていただいた「豆辞典」重要

な所は5-6頁「ロータリー米山記念奨学事業と
は」の“事業の使命”にある通りです。よくある質
問に、「なぜ外国人留学生支援なのか」世界の
国々から一人でも多くの留学生を招き、平和な

日本を肌で感じてもらい、国際親善と世界平和に寄与したいとの
願いからです。その他各頁とも重要な事項です。お目通し下さい。

親睦活動出席チーム
※ニコニコボックス発表 奥山 雅英 委員
鈴木会長 本日よりラオスに行ってきます。７名

でしっかり活動して参ります。
張さん、本日の卓話楽しみにしてお
ります。

森島幹事 張さん、今日もありがとうございま
す。卓話よろしくお願いします。
本日、ラオス派遣団出発です。７名の皆様よろしく
お願い致します。

木野会員 先週のラオス壮行会例会ではクラブ並びにメンバ
ーの皆様には補助金･餞別を頂きありがとうござい
ました。(まだ受付には募金箱を置いてあります。)
いよいよ今夜出発し、七人の侍で小さな国際交流・
国際奉仕を行って参ります。

本日の合計 20,000円
累 計 579,000円
予算達成まで 1,771,000円


